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　目的趨着祁のせA｡断凍形特･池,i，曲･?･喪形特性t.と.も･ニ相知成形性ヤ形製揉

人体へのフにソト性，表地や素姓尽ど'とのｇじみやすさなど1-直諦影響を及ぽ寸特性で,あ

う．-f rに曲･r濠形特性lよいて,^，表姓L 芯'沁剛司時ばかり椿鳥葬の曲ロヽ･変形特μを予

m呵石棒徊･汪蕎いてい-h,b<，本報-Z,,JHtん断唆廓外恥)接m]を．表他と海蛇の也ん断

玲肋ヽら誘尊tぶが坊を麗討t^。

　方去　表地!*、摩毛し羊もとぶリバやレ哨論卑の無ぢ:るガシド｀ス、サ一ジハロ

ど・カノレの計i2廣駿、椿着悠地､^善押か編翫横流、隣邸動乱、不油師川啼瀬を拝1い乱Iﾕ

- 句一緒盾やレス瀬にみZ、突飛の嵯製工淑詞宍用されていゐ溥浮誇弟和牛で趨循し、

素地ヽた地および踏瀬和の也ん断夜形帰性急KES-FB1 ぞえ､断、引張り試験機亀用い躇諦」

すろ、也ん断剛性o,也ん断ヒニステリシス2HG，2HG5 <n各謝生値について、表地と芯ヽ地

それを飢の特性後の和､こ対す緋哺肺の時性俵ダ）化を被右紅とし、複合知事の分折を行な

1.

　桔素　i£ん断陣胆G 削斟狸いi､ほほヽヽ.Oてヽ｀、　ひずみが一足tヽ■ilが加塀され祠雁合剤が成

/リ：つが｀ヽ基伊が編押の鏡面やや1 より秀き似直(1.3~U ）をk ろ. またニスヂリシス幅

2ﾄGでヽは複胎とぶに1~1.3; 2HG5で■|3:1.3-.7でヽ、いずれも荼却が

さいのに対し、織印刻訂ﾋﾞj斡的小さ<- 表地の参列こ坏りﾅやすぃ端伺かヽみられ、疹台ヽ比

が善郡肩ねしゅ支配さ戴ゐc. k.水椎參され私　　　1）川Mi 絨柵鮪≒26, P721 （1973 ）
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讐お詣ぐ:諮晨≒｡。え。中*．^靭,。

　目的　民合,ヽに向係す晋一因子とL t . 接^布の曲げ友形やらり回復速度tレヲイアり
嘸ス,こよ．て測定iた．曲け回復進度μ影摩するものtしt. 曲ポ剛* 。唾量. 塵気の抵

抗などが考えられる．￥こぞかﾒつせtφけ剣さを測定Iだ．また反揆剽こワ・ヽt官副^

客iヽこなった，こ戦らの結果砂ヽ1,. 諦肩布のチイグりキスに･フ，ヽて弟干･･知見刹

　方浅試幹り

げ剛さり実暇は．たてかi,ず陶隔ぞれまでク方向・り試糾にっヽヽて壽こなった，ラず7'*

リ　スの有験:試験片(2｀”’x /0’つきま径が’'2≫ロヲの乖円哨に呵･りよ卵こまきっけj12y

￥･り先端‘き押え金ぞ固定す5，固定≫-らの解放を癒気脚こ作動させ．試賤片を

厚形･=回iiさせて，そ･り回^連度を.ストロボスコーフ■ Iこよ．て撮n だ. cストロポフ

ラッレ*，毎分3 6 o・）回穐速度．測東を．曲げから・回雅角仰゜，ﾉﾀﾀﾞ，／β. り

3 り吟-f芯ヽこな．た．曲ザ剛ざ<^刺定:／＼- トルーフ滋μより剛歎度々･●値ぶ算ぷIた，

官能検査ヽ:被服岡係の専門匁2吠･こよ･;.シI ･■/フXの一対迂柘まを用ヽ^マpこな，た，

　結果0接着布･･･脚ff回護追ﾉ隻は．表梵吉上.には曲げ‘た時，芯地テイ■7 リネス叫/g

子に彰掌さおた・こ釦ま，棲参布の剛軟度列勘哺より茫堆刺・方りこさがヽ，たこり＝よ

ろfのり-わ九i，R 接4布の*ボ回/4遮度は．ポ方向･こ遅ぐず喰向,-ii,ヽ外伝

を糾おiた・/ﾀﾞ寺句･こやわりヽ心が’才向彫ヽぷ:い弁但は，剛軟度'^郎果とよ,く対

迦しre．床地･9蛎組畿り希書^ '^-おれ5，＠捨t 布･,官釦t. 濠建・厚さ. 重量固りこ

影岑さ永ろ傾向ヵ･みらヵた．


